ちょっとまってよ！グランドデザイン～居宅支援事業所の立場から～

　　　　　　　　　　　　　　　　０５．１．８　パーソナルアシスタンス☆フォーラム

NPO法人だれもがともに小平ネットワーク　藤内昌信

１．グランドデザイン　私の異議

・支援費制度まだ2年もたってない・・・少なくても3年の動向を見定めての制度改革の提起を・・・本人たちはやっとつかみはじめたとこなのに

　地域でと考える親たちも本当にふえてきた

・施設解体計画（地域移行計画・財源移行計画）が示されていない

　『ケアホーム』移行＝地域移行か

・今でも大きい利用者負担　必要なサービスの支給決定があっての論議

・ケースワーカーは怒れ！

２．事業所はもちこたえる？

　自主事業から支援費事業移行で支援体制継続の「めど」がみえはじめたとこなのに

　コーディネーター・ヘルパーが定着できる（？）給与がやっと

　それでも「労基法違反」のコーディネーター労働実態

めざせ？450万(年収)　30万×15月

　逆算すると１ｈ単価2500円あればOK。

　知的は1回平均３ｈの短時間派遣が大半

　グループホーム・ショートも支援度高い人は赤字（ホームヘルプの黒字をまわしている事業所けっこうあり）

３．居宅ネット（知的障害児・者を対象とした事業者ネットワーク）の要望書（04．12）

（１）居宅支援事業者の意見もきちんと聞いて

（２）移動介護を個別給付からはずすことには絶対反対

（３）グループホームにホームヘルパー派遣拡充こそが必要

（４）相談・ケアプラン作り・支給決定・不服審査のすべての過程で本人が選択でき、また関与できるシステムを

（５）応益負担はサービス利用の抑制にしかならない

（６）ヘルパーが誇りをもって働ける条件整備～適正単価の設定を～

